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(57)【要約】
　
【課題】コンデンサを組付ける際に、コンデンサを安定
して載置することができるアンテナ組立体を提供する。
　
【解決手段】本発明のアンテナ組立体１は、ボビン２に
設けられ、一端が第一コネクタ接続端子６１２に一体的
に接続され、他端がコイル４の一端に接続された第一導
電部材６が第一コネクタ接続端子側部６１とコイル側部
６２とに所定間隔離して分割され、第一コネクタ接続端
子側端部６１およびコイル側端部６２には、コンデンサ
５の長さに相当する距離だけ離れた位置で対向するよう
に階段状に屈曲されたコンデンサ段差部６１３、６２２
が設けられ、コンデンサ５は、コンデンサ段差部６１３
、６２２に載置された状態で各端子を第一コネクタ接続
端子側端部６１およびコイル側端部６２にそれぞれ接続
されていることを特徴とする。　
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボビンと、前記ボビンに長手方向に沿って支持されたコアと、前記コアを巻回するコイ
ルと、コンデンサと、各一端が前記ボビンの前端から長手方向に突出し、各他端が前記コ
イルおよび前記コンデンサの直列回路の各端部にそれぞれ接続された第一および第二コネ
クタ接続端子と、で一体的に組成されたアンテナ組立体であって、
　前記ボビンに設けられ、一端が前記第一コネクタ接続端子に一体的に接続され、他端が
前記コイルの一端に接続された第一導電部材が前記第一コネクタ接続端子側部と前記コイ
ル側部とに所定間隔離して分割され、
　前記第一導電部材の前記分割された部分の第一コネクタ接続端子側端部および前記コイ
ル側端部には、前記コンデンサの長さに相当する距離だけ離れた位置で対向するように階
段状に屈曲されたコンデンサ段差部が設けられ、
　前記コンデンサは、前記コンデンサ段差部に載置された状態で各端子を前記第一コネク
タ接続端子側端部および前記コイル側端部にそれぞれ接続され、
　一端が前記第二コネクタ接続端子に一体的に接続され、他端が前記コイルの他端に接続
された第二導電部材が前記ボビンに設けられていることを特徴とするアンテナ組立体。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第一導電部材、前記コンデンサ、および前記第二導電部材の上面を覆う前記ボビン
の前端側部分には、前記第一導電部材の前記コンデンサ段差部を外部に露出させる空間部
分が形成され、
　前記ボビンには、前記コンデンサに当接して前記コンデンサを前記コンデンサ段差部の
対面方向および上下方向と直角な方向に位置決めする位置決め部が形成されていることを
特徴とするアンテナ組立体。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記コンデンサ段差部の対面方向は、前記長手方向であり、
　前記位置決め部は、前記ボビンの空間部分を形成する側壁と一体に形成されていること
を特徴とするアンテナ組立体。
【請求項４】
　請求項１において、
　前記第一導電部材、前記コンデンサ、および前記第二導電部材の上面を覆う前記ボビン
の前端側部分には、前記第一導電部材の前記コンデンサ段差部を外部に露出させる空間部
分が形成され、
　前記コンデンサ段差部には、前記コンデンサに当接して前記コンデンサを前記コンデン
サ段差部の対面方向および上下方向と直角な方向に位置決めする位置決め部が形成されて
いることを特徴とするアンテナ組立体。
【請求項５】
　請求項２～４の何れか一項において、
　前記第一コネクタ接続端子と前記第一導電部材の第一コネクタ接続端子側部は一体であ
り、前記第二コネクタ接続端子と前記第二導電部材は一体であり、
　前記ボビンは、前記第一および第二コネクタ接続端子が前記ボビンの前端から長手方向
に突出する状態で前記第一導電部材と前記第二導電部材を内包してインサート成型された
ことを特徴とするアンテナ組立体。
【請求項６】
　請求項２～４の何れか一項において、
　前記第一コネクタ接続端子と前記第一導電部材の前記第一コネクタ接続端子側部は一体
であり、前記第二コネクタ接続端子と前記第二導電部材は一体であり、
　前記ボビンは、前記第一導電部材の前記第一コネクタ接続端子側部と前記コイル側部と
が第一連結部で連結され、かつ前記第二導電部材と前記第一連結部とが第二連結部で連結
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された状態で、前記第一および第二コネクタ接続端子が前記ボビンの前端から長手方向に
突出するように前記第一導電部材および前記第二導電部材を内包してインサート成型され
、
　前記空間部分は、前記第一導電部材の前記コンデンサ段差部、前記第一連結部および前
記第二連結部を内在させる、前記ボビンに形成された貫通穴であり、
　前記第一連結部および前記第二連結部は前記インサート成型後にそれぞれ切断されてい
ることを特徴とするアンテナ組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コイルおよびコンデンサを備えるアンテナ組立体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　昨今、無線を用いてドアやトランクのロック／アンロックを行うスマートキーシステム
が主流になっている。アンテナ組立体としては、例えば特開２００７－２８８３４５号公
報（特許文献１）に記載されている。アンテナ組立体では、コイルとコンデンサが共振回
路を構成している。アンテナ組立体のコンデンサは、コイルに電気的に接続された端子と
、外部端子に電気的に接続された端子との上に載置され、各端子と接続および固定されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２８８３４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の図５および図７に示されるように、コンデンサは、平坦な
端子上に載置されて、安定して接続させるために接着剤等で各端子に固定される。つまり
、コンデンサ載置時にはコンデンサが端子上で安定しない。これでは、作業者は、組付け
作業において相当の神経を使わなければならない。また、組付けにおいてコンデンサが安
定して載置できない以上、はんだ等の簡易な接着では足りず、別途接着剤等を用いて確実
に固定しなければならなかった。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、コンデンサを組付ける際に、
コンデンサを安定して載置することができるアンテナ組立体を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決する請求項１に係るアンテナ組立体の発明は、ボビンと、前記ボビンに
長手方向に沿って支持されたコアと、前記コアを巻回するコイルと、コンデンサと、各一
端が前記ボビンの前端から長手方向に突出し、各他端が前記コイルおよび前記コンデンサ
の直列回路の各端部にそれぞれ接続された第一および第二コネクタ接続端子と、で一体的
に組成されたアンテナ組立体と、前端側で開口し後端側に閉塞底面を有する有底穴が形成
されたケースと、を備え、前記第一および第二コネクタ接続端子が前記開口側に位置する
ように前記アンテナ組立体が前記有底穴に挿入されて固定されたアンテナ組立体であって
、前記ボビンに設けられ、一端が前記第一コネクタ接続端子に一体的に接続され、他端が
前記コイルの一端に接続された第一導電部材が前記第一コネクタ接続端子側部と前記コイ
ル側部とに所定間隔離して分割され、前記第一導電部材の前記分割された部分の第一コネ
クタ接続端子側端部および前記コイル側端部は、前記コンデンサの前記長手方向の長さに
相当する距離だけ離れた位置でそれぞれ階段状又は凹状に屈曲されてコンデンサ段差部を



(4) JP 2012-204961 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

なし、前記コンデンサは、前記コンデンサ段差部に載置された状態で各端子を前記第一コ
ネクタ接続端子側端部および前記コイル側端部にそれぞれ接続され、一端が前記第二コネ
クタ接続端子に一体的に接続され、他端が前記コイルの他端に接続された第二導電部材が
前記ボビンに設けられていることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、請求項１において、前記第一導電部材、前記コンデンサ、およ
び前記第二導電部材の上面を覆う前記ボビンの前端側部分には、前記第一導電部材の前記
コンデンサ段差部を外部に露出させる空間部分が形成され、前記ボビンには、前記コンデ
ンサに当接して前記コンデンサを前記長手方向および上下方向と直角な周方向に位置決め
する周方向位置決め部が形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、請求項２において、前記コンデンサ段差部の対面方向は、前記
長手方向であり、前記位置決め部は、前記ボビンの空間部分を形成する側壁と一体に形成
されていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、請求項１において、前記第一導電部材、前記コンデンサ、およ
び前記第二導電部材の上面を覆う前記ボビンの前端側部分には、前記第一導電部材の前記
コンデンサ段差部を外部に露出させる空間部分が形成され、前記コンデンサ段差部には、
前記コンデンサに当接して前記コンデンサを前記長手方向および上下方向と直角な周方向
に位置決めする周方向位置決め部が形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項５に係る発明は、請求項２～４の何れか一項において、前記第一コネクタ接続端
子と前記第一導電部材の第一コネクタ接続端子側部は一体であり、前記第二コネクタ接続
端子と前記第二導電部材は一体であり、前記ボビンは、前記第一および第二コネクタ接続
端子が前記ボビンの前端から長手方向に突出する状態で前記第一導電部材と前記第二導電
部材を内包してインサート成型されたことを特徴とするアンテナ組立体。
【００１１】
　請求項６に係る発明は、請求項２～４の何れか一項において、前記第一コネクタ接続端
子と前記第一導電部材の前記第一コネクタ接続端子側部は一体であり、前記第二コネクタ
接続端子と前記第二導電部材は一体であり、前記ボビンは、前記第一導電部材の前記第一
コネクタ接続端子側部と前記コイル側部とが第一連結部で連結され、かつ前記第二導電部
材と前記第一連結部とが第二連結部で連結された状態で、前記第一および第二コネクタ接
続端子が前記ボビンの前端から長手方向に突出するように前記第一導電部材および前記第
二導電部材を内包してインサート成型され、前記空間部分は、前記第一導電部材の前記コ
ンデンサ段差部、前記第一連結部および前記第二連結部を内在させる、前記ボビンに形成
された貫通穴であり、前記第一連結部および前記第二連結部は前記インサート成型後にそ
れぞれ切断されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の発明によれば、コンデンサ段差部により、コンデンサの位置規制が可能とな
り、コンデンサ組付け時に安定してコンデンサを載置することができる。これにより、例
えば、コンデンサを接着剤等で固定することなく、各端子とはんだにて接続させることが
可能となる。また、はんだを用いた場合、コンデンサ段差部により、はんだが安定しやす
くなる。
【００１３】
　請求項２の発明によれば、コンデンサは、ボビンの空間部分からコンデンサ段差部に載
置されるとともに、位置決め部に当接する。これにより、さらに安定してコンデンサを載
置することができる。
【００１４】
　請求項３の発明によれば、位置決め部として、ボビンの空間部分を構成する側壁自体ま
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たは側壁と一体なものを用いることができ、より簡易な製造工程で請求項２の構成を実現
することができる。
【００１５】
　請求項４の発明によれば、請求項２の発明同様、さらに安定してコンデンサを載置する
ことができる。また、ボビンに位置決め部を形成する必要がなく、製造が容易となる。
【００１６】
　請求項５の発明によれば、インサート成型によって、アンテナ組立体を簡易に製造する
ことができる。
【００１７】
　請求項６の発明によれば、第一連結部および第二連結部により一体となった第一導電部
材および第二導電部材を、ボビンとインサート成型される。第一および第二導電部材は一
体であるため、各端子の位置は位置決めされた状態である。したがって、第一および第二
導電部材とボビンとを位置決めしてインサート成型するだけで、各端子同士および各端子
とボビンの位置関係は正確となる。つまり、アンテナ組立体を簡易かつ正確に製造するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】アンテナ組立体１を示す平面図である。
【図２】導体Ｄ切断前のアンテナ組立体１の前端部を示す平面図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図４】第一実施形態のコンデンサ段差部を示す模式側面図である。
【図５】アンテナ組立体１を示す側面図である。
【図６】ケースに挿入されたアンテナ組立体１を示す部分断面図である。
【図７】第二実施形態のコンデンサ段差部を示す模式平面図である。
【図８】第三実施形態のコンデンサ段差部を示す模式平面図である。
【図９】第三実施形態の変形態様のコンデンサ段差部を示す模式平面図である。
【図１０】第三実施形態の変形態様のコンデンサ段差部を示す模式平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、実施形態を挙げ、本発明をより詳しく説明する。
　＜第一実施形態＞
　第一実施形態について図１～６を参照して説明する。なお、図２は、各連結部６１４、
６２４、７４がつながっている状態（切断前）を表しているが、その他の部分は図１と同
じである。また、図４は、コンデンサ段差部６１３、６２２の形状を説明するための模式
図であって、点線は位置決め部２２を表している。また、図６は、ケースのみ断面で表す
。
【００２０】
　第一実施形態のアンテナ組立体１は、図１に示すように、ボビン２と、コア３と、コイ
ル４と、コンデンサ５と、第一導電部材６と、第二導電部材７と、を備えている。
【００２１】
　ボビン２は、樹脂からなり、一方向に延伸した略直方体形状に形成されている。ここで
は、ボビン２の長手方向を前後方向とする。また、前後方向および図１紙面に直交する方
向を上下方向（図１手前が上方）とし、前後方向および上下方向に直交する方向を左右方
向（図１上方が左方）とする。ボビン２の前端部には、ボビン２を上下方向に貫通した貫
通穴２１（空間部分）が形成されている。ボビン２の詳細は後述する。
【００２２】
　コア３は、棒状の磁性体であって、ボビン２に長手方向に沿って支持されている。コイ
ル４は、貫通穴２１よりも後方であるボビン２の長手方向略中央で、コア３に巻回されて
いる。コンデンサ５は、貫通穴２１内部に配置され、コイル４と電気的に直列接続されて
おり、コイル４とで共振回路を構成する。
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【００２３】
　第一導電部材６は、導体であって、それぞれ離間した、コネクタ側部位６１と、コイル
側部位６２と、からなっている。つまり、第一導電部材６は、第一コネクタ接続端子６１
２側の部位であるコネクタ側部位６１と、コイル４側の部位であるコイル側部位６２とに
所定間隔離して分割されている。
【００２４】
　コネクタ側部位６１（「第一コネクタ接続端子側部」に相当する）は、本体部６１１と
、第一コネクタ接続端子６１２と、コンデンサ段差部６１３と、連結部６１４と、を有し
ている。
【００２５】
　本体部６１１は、平板形状であり、ボビン２内の前端部右側に前後方向に延伸して配置
されている。本体部６１１は、前端がボビン２の前端位置に配置され、後端が貫通穴２１
内の右側面付近に配置されている。
【００２６】
　第一コネクタ接続端子６１２は、本体部６１１の前端と一体に接続され、本体部６１１
の前端から前方に延伸している。第一コネクタ接続端子６１２は、ボビン２の前端面から
前方に突出している。第一コネクタ接続端子６１２は、外部コネクタ（図示せず）のコネ
クタ端子に接続される。
【００２７】
　コンデンサ段差部６１３は、本体部６１１の後端と一体に接続され、本体部６１１の後
端から後方に延伸している。コンデンサ段差部６１３は、貫通穴２１内に位置し、外部に
露出している。コンデンサ段差部６１３は、図３および図４に示すように、本体部６１１
に対して階段状に下方に屈曲している。換言すると、コンデンサ段差部６１３は、本体部
６１１に対して下方に凹んだ略Ｌ字形状（側面視）となっている。コンデンサ段差部６１
３上には、コンデンサ５の一方端子が載置され、はんだにより接続固定されている。
【００２８】
　連結部６１４（「第一連結部」に相当する）は、平板形状であって、本体部６１１の左
端と一体に接続されて後方に延伸している。連結部６１４の先端は、貫通穴２１内に位置
している。
【００２９】
　コイル側部位６２（「コイル側部」に相当する）は、本体部６２１と、コンデンサ段差
部６２２と、第一接続部６２３と、連結部６２４と、を備えている。
【００３０】
　本体部６２１は、平板形状であり、本体部６１１より後方において、ボビン２内の前端
部右側に前後方向に延伸して配置されている。本体部６１１は、前端がコンデンサ段差部
６１３の後方で貫通穴２１内の右側面付近に配置され、後端がボビン２内に配置されてい
る。
【００３１】
　コンデンサ段差部６２２は、本体部６２１の前端と一体に接続され、本体部６２１の前
端から前方に延伸している。コンデンサ段差部６２２は、貫通穴２１内に位置し、外部に
露出している。コンデンサ段差部６２２は、図３および図４に示すように、本体部６２１
に対して階段状に下方に屈曲している。換言すると、コンデンサ段差部６２２は、本体部
６２１に対して下方に凹んだ略Ｌ字形状（側面視）となっている。
【００３２】
　コンデンサ段差部６２２の前端は、コンデンサ段差部６１３の後端に対向かつ隔離して
配置されている。コンデンサ段差部６２２上には、コンデンサ５の他方端子が載置され、
はんだにより接続固定されている。コンデンサ段差部６１３、６２２を構成する上下方向
に延伸した段差形成面６１３ａ、６２２ａ（Ｌ字の側面）は、コンデンサ５の長さ（一方
端子がある端部から他方端子がある端部までの長さ）に相当する距離だけ隔離して対向配
置されている。段差形成面６１３ａ、６２２ａの対面方向は、前後方向である。段差形成
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面６１３ａ、６２２ａの離間距離は、コンデンサ５の長さよりも若干大きくなっている。
【００３３】
　第一接続部６２３は、本体部６２１の後端に一体に接続され、本体部６２１の後端から
上方に延伸している。第一接続部６２３は、上端部がボビン２の上面から上方に突出して
いる。第一接続部６２３の上端部には、コイル４の一端部が巻き付けられている。
【００３４】
　連結部６２４（「第一連結部」に相当する）は、平板形状であって、本体部６２１の左
端と一体に接続されて前方に延伸している。連結部６２４の先端は、貫通穴２１内におい
て、連結部６１４の先端に対向かつ離間して配置されている。
【００３５】
　このように、第一導電部材６は、コンデンサ５を介して、第一コネクタ接続端子６１２
とコイル４の一端部とを電気的に接続している。
【００３６】
　第二導電部材７は、導体であって、本体部７１と、第二コネクタ接続端子７２と、第二
接続部７３と、連結部７４と、を備えている。
【００３７】
　本体部７１は、平板形状であり、本体部６１１と並列に、ボビン２内の前端部左側に前
後方向に延伸して配置されている。本体部７１は、前端がボビン２の前端位置に配置され
、後端が貫通穴２１より後方のボビン２内に配置されている。
【００３８】
　第二コネクタ接続端子７２は、本体部７１の前端と一体に接続され、本体部７１の前端
から前方に延伸している。第二コネクタ接続端子７２は、第一コネクタ接続端子６１２と
並列に、ボビン２の前端面から前方に突出している。第二コネクタ接続端子７２は、外部
コネクタ（図示せず）のコネクタ端子に接続される。
【００３９】
　第二接続部７３は、本体部７１の後端に一体に接続され、本体部７１の後端から上方に
延伸している。第二接続部７３は、上端部がボビン２の上面から上方に突出している。第
二接続部７３の上端部には、コイル４の他端部が巻き付けられている。
【００４０】
　連結部７４（「第二連結部」に相当する）は、平板形状であって、本体部７１の右端と
一体に接続されて下方に延伸している。連結部７４の先端は、貫通穴２１内において、連
結部６１４の先端および連結部６２４の先端近傍に離間して配置されている。
【００４１】
　第二導電部材７は、第二コネクタ接続端子７２とコイル４の他端部とを電気的に接続し
ている。第一導電部材６および第二導電部財７により、コイル４とコンデンサ５の直列共
振回路が構成される。
【００４２】
　ここで、図１、図４および図５に示すように、ボビン２には、貫通穴２１の右側面に位
置決め部２２が設けられている。位置決め部２２は、平板形状であり、貫通穴２１の右側
面と一体に形成されている。位置決め部２２は、貫通穴２１内で右側面に沿って上下方向
に延在し、貫通穴２１の右側面よりも若干上方に突出してコンデンサ５上面とほぼ同じ高
さに形成されている。位置決め部２２は、コンデンサ５の側面に当接している。なお、貫
通穴２１の壁面上部は面取りされているが、位置決め部２２は面取りされておらず、平板
形状となっている。
【００４３】
　第一実施形態によれば、コンデンサ５は、コンデンサ段差部６１３、６２２によって位
置規制がなされる。具体的には、コンデンサ５は、コンデンサ段差部６１３、６２２によ
って、前後方向の移動および下方への移動が制限されている。つまり、コンデンサ５は、
上下方向および前後方向に位置決めされる。これにより、コンデンサ５を第一導電部材６
に組付ける際、作業者（作業ロボットを含む）は、コンデンサ５を安定して載置すること
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ができる。
【００４４】
　さらに、第一実施形態によれば、位置決め部２２がコンデンサ５の側面に当接して、コ
ンデンサ５の右方への移動を規制している。つまり、位置決め部２２は、コンデンサ５を
左右方向（上下方向および前後方向に直交する方向）に位置決めする。これにより、作業
者は、さらに安定してコンデンサ５を載置することができる。また、位置決め部２２は、
貫通穴２１の側面を利用しているため、貫通穴２１の形成とともに形成することができ製
造が容易となる。
【００４５】
　第一実施形態は、コンデンサ５を安定して載置できる構成であるため、コンデンサ５と
第一導電部材６との接続をはんだで行うことができる。当該接続は、例えば、リフローは
んだやレーザーはんだにて実現することができ、接着剤等による固定は不要である。
【００４６】
　ここで、アンテナ組立体２の製造方法について説明する。まず、図２に示すように、第
一導電部材６と第二導電部材７とが一体となっている導体Ｄを製造する。そして、導体Ｄ
およびコア３を含んだインサート成型により、ボビン２を導体Ｄおよびコア３と一体に製
造する。ボビン２に貫通穴２１を形成し、導体Ｄにおけるコンデンサ段差部６１３、６２
２および連結部６１４、６２４、７４を露出させる。そして、連結部６１４、６２４、７
４がそれぞれ隔離するように、上方から導体Ｄ（図２の斜線部分）を切断する。これによ
り、導体Ｄは、各端子が位置決めされた状態で、コネクタ側部位６１と、コイル側部位６
２と、第二導電部材７とに分割される。
【００４７】
　続いて、コンデンサ５をコンデンサ段差部６１３、６２２上に載置する。このとき、コ
ンデンサ５の側面を位置決め部２２に当接させる。そして、リフローはんだまたはレーザ
ーはんだにより、コンデンサ５の一方端子とコンデンサ段差部６１３とを接続固定し、コ
ンデンサ５の他方端子とコンデンサ段差部６２２とを接続固定する。その後、コイル４を
コア３に巻回し、各端部を第一および第二接続部６２３、７３にそれぞれ巻き付ける。
【００４８】
　つまり、アンテナ組立体１は、ボビン２が、コネクタ側部位６１とコイル側部位６２と
が連結部６１４、６２４で連結され、かつ第二導電部材７と連結部６１４、６２４とが連
結部７４で連結された状態で、第一および第二コネクタ接続端子６１２、７２がボビン２
の前端から前方に突出するように導体Ｄを内包してインサート成型され、連結部６１４、
６２２および連結部７４がインサート成型後にそれぞれ切断されて製造させている。この
製法によれば、各端子の位置決めが確実に行われた状態で、アンテナ組立体１を製造する
ことができる。
【００４９】
　なお、図６に示すように、アンテナ組立体２は、ケースＣに挿入されてアンテナ装置を
形成し、車両等に設置される。また、位置決め部２２は、貫通穴２１の側面に限らず、ボ
ビン２の他の部位と一体に形成するものでもよい。また、位置決め部２２は、貫通穴２１
の側面から内側（本実施形態では左側）に突出させて形成してもよい。また、位置決め部
２２は、貫通穴２１の側面と同じ高さであってもよい。また、コンデンサ段差部６１３、
６２２等の外部への露出は貫通穴２１に限らず、上部のみが開口した貫通していないもの
（空間部分）であってもよい。
【００５０】
　＜第二実施形態＞
　第二実施形態について、図７を参照して説明する。第二実施形態のアンテナ組立体は、
第一実施形態と比べて本体部６１１、６２１、コンデンサ段差部および位置決め部が異な
り、他の構成は同じである。
【００５１】
　第二実施形態のコンデンサ段差部８、９は、第一実施形態同様、コンデンサ５の長さに
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相当する距離離れて対向する段差形成面８１、９１を備えている。つまり、コンデンサ段
差部８、９は、コンデンサ５の長さに相当する距離だけ離れた位置で対向するように階段
状に下方に屈曲されている。
【００５２】
　ここで、第二実施形態において、本体部６１１、６２１の左右方向の幅は、コンデンサ
５の左右方向の幅よりも大きい。コンデンサ段差部８、９は、本体部６１１、６２１の端
部中央に一体に設けられている。つまり、コンデンサ段差部８、９の段差形成面８１、９
１は、コンデンサ５の左右の幅に相当する距離だけ延在している。換言すると、コンデン
サ段差部８、９は、本体部６１１、６２１の端部中央から、コンデンサ５の幅に相当する
幅を有するように突出している。本体部６１１、６２１の端部形状は略コの字型（平面視
）となる。
【００５３】
　コンデンサ段差部８は、段差形成面８１と、段差形成面８１端部から後方に延びる段差
側面８２、８３（「位置決め部」に相当する）によって囲まれた凹形状に形成されている
。同様に、コンデンサ段差部９は、段差形成面９１と、段差形成面９１端部から前方に延
びる段差側面９２、９３（「位置決め部」に相当する）によって囲まれた凹形状に形成さ
れている。
【００５４】
　これにより、第一実施形態同様の効果が得られる。さらに、段差側面８２、８３、９２
、９３がコンデンサ５の左右方向（上下方向および対面方向に直交する方向）の移動を規
制するため、より安定してコンデンサ５を載置することができる。また、ボビン２に位置
決め部を設けず、第一導電部材６を加工するだけで足りるため、製造が容易となる。
【００５５】
　＜第三実施形態＞
　第三実施形態について、図８～図１０を参照して説明する。第三実施形態のアンテナ組
立体は、第一実施形態と比べて本体部６１１、６２１、コンデンサ段差部および位置決め
部が異なり、他の構成は同じである。
【００５６】
　第三実施形態では、本体部６１１の後端部と本体部６２１の前端部は、左右に離間して
並列するように配置されている。コンデンサ段差部８Ａは、本体部６１１の後端部の右端
と一体に形成されている。コンデンサ段差部９Ａは、本体部６２１の前端部の左端と一体
に形成されている。コンデンサ段差部８Ａ（９Ａ）は、第二実施形態同様、段差形成面８
１Ａ（９１Ａ）と、段差側面８２Ａ、８３Ａ（９２Ａ、９３Ａ）とに囲まれた凹形状に形
成されている。
【００５７】
　段差形成面８１Ａ、９１Ａの対面方向は左右方向となり、段差形成面８１Ａ、９１Ａの
離間距離はコンデンサ５の長さに相当する。段差側面８２Ａ、８３Ａ（９２Ａ、９３Ａ）
の離間距離は、コンデンサ５の幅（前後方向の長さ）に相当する。
【００５８】
　これにより、第一実施形態同様の効果が発揮される。さらに、段差側面８２Ａ、８３Ａ
（９２Ａ、９３Ａ）が位置決め部として機能し、第二実施形態同様の効果も発揮される。
【００５９】
　なお、第三実施形態において、段差側面は、図９に示すように、各コンデンサ段差部８
Ａ（９Ａ）に１面８２Ａ（９３Ａ）であってもよい。あるいは段差側面８２Ａ、８３Ａ（
９２Ａ、９３Ａ）の離間距離は、コンデンサ５の幅よりも大きければよい。これらによっ
ても、段差形成面８１Ａ、９１Ａにより少なくともコンデンサ５の左右方向の移動が規制
され、安定して載置することができる。図９においては、コンデンサ段差部８Ａの段差側
面８２Ａとコンデンサ段差部９Ａの段差側面９３Ａの前後方向の離間距離が、コンデンサ
５の幅に相当するため、さらに安定して載置することができる。
【００６０】
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　また、図１０に示すように、コンデンサ段差部８Ｂ、９Ｂが本体部６１１、６２１の左
右幅全体に設けられてもよい。この場合、段差形成面は、コンデンサ段差部８Ｂ（９Ｂ）
における前後方向に対向する面８１Ｂ、８２Ｂ（９１Ｂ、９２Ｂ）となる。ここでは、段
差形成面８１Ｂ、８２Ｂ（９１Ｂ、９２Ｂ）の離間距離は、コンデンサの幅（前後方向の
長さ）に相当する。これによっても、段差形成面８１Ｂ、８２Ｂ（９１Ｂ、９２Ｂ）によ
りコンデンサ５の前後方向への移動が規制され、コンデンサ５を安定して載置することが
できる。
【符号の説明】
【００６１】
１：アンテナ組立体、
２：ボビン、　２１：貫通穴、　２２：位置決め部、
３：コア、　４：コイル、　５：コンデンサ、
６：第一導電部材、　
６１：コネクタ側部位（第一コネクタ接続端子側部）、
６１１：本体部、　６１２：第一コネクタ接続端子、　６１３：コンデンサ段差部、　６
１３ａ：段差形成面、　６１４：連結部（第一連結部）、
６２：コイル側部位（コイル側部）、
６２１：本体部、　６２２：コンデンサ段差部、　６２２ａ：段差形成面、
６２３：第一接続部、　６２４：連結部（第一連結部）、
７：第二導電部材、
７１：本体部、　７２：第二コネクタ接続端子、　７３：第二接続部、
７４：連結部（第二連結部）、　
８、８Ａ、８Ｂ、９、９Ａ、９Ｂ：コンデンサ段差部、
８１Ａ、８１Ｂ、８２Ｂ、９１Ａ、９１Ｂ、９２Ｂ：段差形成面、
８２Ａ、８３Ａ、９２Ａ、９３Ａ：段差側面（位置決め部）、
Ｃ：ケース、　Ｄ：導体
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